
琵琶湖森林づくり事業のこれまでの取組成果
～ 琵琶湖森林づくり基本計画の進捗について ～

（ⅰ）環境に配慮した森林づくりの推進

「琵琶湖森林づくり事業」は、「琵琶湖森林づくり基本計画」を着実に推進していくため、「環境重
視」と「県民協働」の新しい２つの視点による森林づくりであり、平成18年度から琵琶湖森林づくり
県民税を活用しながら、諸施策に取り組んできました。
その成果等は、年度毎に、「琵琶湖森林づくり基本計画 進行管理および基本指標達成度に
対する点検・評価シート」(別紙）により取りまとめを行っています。
シートの構成は、「１ 環境に配慮した森林づくりの推進」 「２ 県民協働による森林づくりの推
進」 「３ 森林資源の循環利用の促進」 「４ 次代の森林を支える人づくりの推進」の琵琶湖森
林づくり基本計画の基本施策からなり、その内容は、事業実施の翌年度において、滋賀県森林審
議会にお諮りし、それぞれの施策に関連する各事業の推進の状況、問題点等、これらを踏まえた
森林審議会での施策の方向性や進捗等についての評価等、およびこれらを受けた県の対応方針
です。
各基本施策の基本指標項目および数値目標達成度等についての概要は、以下の通りです。

◇中期目標（H１７～２１までの目標）
【環境林面積】(再掲)
環境林整備面積については、琵琶湖森林づくり事業の主要施策として、その実績面積を中期目
標の成果指標として掲げています。
（目標） 平成15年度 ０ｈａ → 平成２１年度 ８００ｈａ(累計）
（成果） 平成21年度 ５５３ｈａ
(達成率） ６９．１％

【年間間伐実施面積】
本県の森林は、特に間伐を必要とする人工林が多い状況にあることから、環境林整備をはじめと
する積極的な間伐に取り組んでおります。
（目標） 平成15年度 １，９２０ｈａ/年 → 平成21年度 ２，６００ｈａ/年
（成果） 平成20年度 ２，５２５ｈａ/年（H21実績集計中）
（達成率）９７．１％

【年間間伐材利用量】
間伐材を搬出し、製品として活用することで、資源の循環と二酸化炭素の固定による地球温暖
化防止に貢献することを目的としています。

（目標） 平成15年度 ２，０００ｍ3/年 → 平成21年度 ４，０００ｍ3/年

（成果） 平成20年度 ３，７４０ｍ3/年（H21実績集計中）
（達成率）９３．５％

◇基本指標（H１７～３２までの目標）
環境に配慮しながら木材資源の循環利用を目指す森林については、地域の実情に応じた効率
的・効果的な森林整備を推進する。また、森林の持つ多面的機能を持続的に発揮させるよう整
備管理していく森林へ転換する人工林については、針広混交林へと誘導することを施策目標に、
人工林の特性に配慮した森林整備の推進に取り組みました。

【除間伐を必要とする人工林に対する整備割合】
（目標） 平成15年度 ６４％ → 平成２１年度 ７０％ → 平成32年度 ９０％
（成果） 平成20年度 ６５％（H21数値集計中）
(達成率） ４％
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森林の多面的機能を十全に発揮させるような森林整備に努めることを施策目標に、森林管理の
推進を図りました。

【民有林に占める保安林面積の割合】
（目標） 平成15年度 33％ → 平成21年度 35％ → 平成32年度 38％
（成果） 平成20年度 34％（H21数値集計中）
（達成率） １６％

【山地災害危険地区における治山事業着手割合】
（目標） 平成15年度 49％ → 平成21年度 57％ → 平成32年度 65％
（成果） 平成20年度 50％（H21数値集計中）
（達成率） ９％
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（ⅱ）県民の協働による森林づくりの推進

◇中期目標（H17～２１までの目標）
【森林づくり活動市民団体年間延べ活動日数】
活動支援により、森林づくり活動が活発となり、森林づくり活動絵お実践している市民団体の活
動日数も増加しています。
（目標） 平成15年度 １９０日/年 → 平成２１年度 ４００日/年
（成果） 平成20年度 ４８２日/年（H21数値集計中）
(達成率） １３９％

【流域森林づくり委員会設置数】(再掲)
（目標） 平成15年度 ０地区 → 平成２１年度 ７地区
（成果） 平成21年度 ６地区
(達成率） ８６％

◇基本指標（H17～３２までの目標）
県民が主体的に森林づくりに参加できるよう森林・林業の情報提供や上下流連携による森林づ
くり活動を進める。また、流域の森林づくりのあり方、進め方について、広く県民が協働で活動できる
組織の整備や活動を支援することを施策目的に、県民の主体的な参画の促進に取り組みました。

【森林づくりを実践している市民団体等の数】
（目標）平成15年度 ３０団体 → 平成２１年度 60団体 → 平成32年度 ９０団体
（成果）平成20年度 ９９団体（H21数値集計中）
(達成率） １１５％

県民の身近に存する里山について、県民協働で行う森林の整備保全活動を支援することを施
策目的に、里山の整備・利活用の促進に取り組みました。

【里山整備協定林の数】
里山をフィールドに、計画から実行まで地域が協働して取り組む継続的な里山保全活動への支
援を図りました。
（目標） 平成15年度 0箇所 → 平成21年度 10箇所 → 平成32年度 40箇所
（実績） 平成21年度 11箇所
（達成率） ２７．５％
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里山協定林の数
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びわ湖水源のもりづくりの日・びわ湖水源のもりづくり月間が定着することを施策目標に、様々なメ
ディアを通じた普及啓発の取り組みを行いました。

【びわ湖水源のもりづくり月間の森林づくり(取り組み)への参加者数】
森林づくりに対する県民の理解を深めるため、びわ湖水源のもりづくり月間(10月)にあわせて、各種
の森林づくり活動を積極的に実施し、一般県民等が気軽に参加できる場を提供してきました。
（目標）平成15年度 1,583人 → 平成２１年度 3,000人 → 平成32年度 13,000人
（成果）平成20年度 6,742人（H21数値集計中）
(達成率） ４５％
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（ⅲ）森林資源の循環利用の促進

◇中期目標（H１７～２１までの目標）
【県産材の学習机累積導入数】(再掲）
（目標） 平成15年度 ２，７００セット → 平成２１年度 １６，２００セット
（成果） 平成20年度 １１，０３３セット
(達成率） ６１．７％

【びわ湖材産地証明割合】(再掲）
（目標） 平成15年度 － → 平成２１年度 ２０％
（成果） 平成20年度 ４２％（H21数値集計中）
(達成率） ２１０％

◇基本指標（H１７～３２までの目標）
住宅建築や公共事業などへの県産材の利用の拡大のための仕組みづくりに取り組み、地産地
消絵雄住めることを施策目標に、県産材の利用の促進を図りました。
具体的な数値指標としては、以下の通りで、目標のペースを上回る成果となりました。

【製材需要に占める県産材の割合】
（目標）平成15年度 19％ → 平成２１年度 24％ → 平成32年度 32％
（成果）平成20年度 30％（H21数値集計中）
(達成率） ８５％
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（ⅳ）次代の森林を支える人づくりの推進

◇中期目標（H１７～２１までの目標）
【60歳以下の作業員の占める割合】
（目標） 平成15年度 46％ → 平成21年度 55％
（成果） 平成20年度 59％（H21数値集計中）
(達成率） １４４％

【森林組合数】
（目標） 平成15年度 17組合 → 平成21年度 7組合
（成果） 平成21年度 10組合
(達成率） ７０％

【森林環境学習の指導員が常駐する施設数】(再掲）
（目標） 平成15年度 １箇所 → 平成２１年度 １０箇所
（成果） 平成21年度 8箇所
(達成率） ７８％

◇基本指標（H17～３２までの目標）
森林所有者・林業従事者が生き生きと森林づくりに取り組めるよう森林整備情報の提供や技術
指導に努めることを施策目標に、森林所有者の意欲の高揚に取り組みました。

【地域の森林づくりを推進する集落数】
（目標） 平成15年度 25集落 → 平成21年度 75集落 → 平成32年度 100集落
（成果） 平成20年度 56集落（H21数値集計中）
（達成率） 41％

森林組合が地域の森林経営の中核的な担い手としての役割を果たせるよう、組織体制の充実
と人材の育成に対して支援することを施策目標に、森林組合の活性化に向けた取り組みを行いま
した。
基本指標としては、以下の通りであり、数値目標を上回る結果となりました。
【受託契約に占める長期にわたる契約の割合】
（目標） 平成15年度 10％ → 平成21年度 20％ → 平成32年度 50％
（成果） 平成20年度 74％（H21数値集計中）
（達成率） 160％
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県民に森林の多面的機能についての理解と関心を深め、森林づくりへの参加意欲の高揚に努め
ることを施策の目標に、森林環境学習の推進に取り組みました。
具体的な数値指標端も受けていませんが、事業実施の結果、滋賀県内の小学校のほぼ全体に
あたる２４１校の参加により、３４，２７８人の小学校4年生が森林環境学習「やまのこ」事業に参加
することができました。
子どもたちが、体験を通じて森林への理解をより一層深めるためには、ゆとりあるプログラムの充実
を図る必要があり、また、様々な世代への森林環境学習を展開する必要があります。


